
( 1 )第 3 5号 能 古 博 物 館 だ よ り 平成11年 7月 15日

ガ
リ
バ
ン
刷
り
の
能
古
島

隔

雪

暑

長

大

森

邦

明

先
日
、

赤
茶
け
た
ガ
リ
バ
ン
刷
り
の
小
冊
子
を
能
古
博
物
館
に
お
送
り
い
た

し
ま
し
た
。

も
う
四
十
年
も
前
に
私
が
部
員
を
し
て
い
た
市
内
の
あ
る
中
学
校
の
歴
史
研

究
部
の
部
誌
で
、
こ
の
と
き
の
テ
ー
マ
は
能
古
島
。

能
古
焼
の
窯
跡
、

鹿
垣
、

古
墳
、

牧
の
神
社
、

白
髭
神
社
等

つ
た
な
い
調
査
で
し
た
が
、

能
古
島
の
主
な

歴
史
や
遺
跡
を
網
羅
し
た
も
の
に
な

っ
て
い
ま
す
。

海
沿
い
の
桜
並
木
や
島
の

う
え
の
菜
の
花
畑
の
道
を
息
を
は
ず
ま
せ
て
た
ど

っ
た
こ
と
が
、

鮮
や
か
に
思

い
出
さ
れ
ま
す
。

能
古
焼
の
窯
跡
は
、

博
物
館
内
に
見
事
に
復
元
さ
れ
ま
し
た
。

能
古
島
は
、

歴
史
の
ほ
か
に
も
地
質
学
上
も
大
変
お
も
し
ろ
い
そ
う
で
す
。

そ
れ
か
ら
島
内

の
ク
ヌ
ギ
林
に
ミ
ズ
イ
ロ
オ
ナ
ガ
シ
ジ
ミ
と
い
う
蝶
が
生
息
し
て
い
ま
し
た
。

今
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

こ
ん
な
に
多
彩
多
様
な
能
古
島
の
歴
史
と
自
然
を
探
索
す
る
こ
と
を
、　

エ
コ

ロ
ジ
ー
な
ら
ぬ

「
ノ
コ
ロ
ジ
ー
」
と
名
付
け
て
み
ま
し
た
。

い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

み
ん
な
が
能
古
島
で
そ
れ
ぞ
れ
の
興
味
で
新
し
い
発
見
が
で
き
た
ら
す
ば

ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

能
古
博
物
館
が
島
の
人
々
に
さ
さ
え
ら
れ
た
全
国
で
も

ユ
ニ
ー
ク
な
島
の
博

物
館
と
し
て
ま
す
ま
す
発
展
充
実
さ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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お

　
さ

　
よ

②

―
前
号
ま
で
の
あ
ら
す
じ

あ
る
春
の
日
の
夕
方
、

能
古
の
沖
を
博

多

へ
向
か
う

一
般
の
廻
船
は
ひ
ど
い
嵐
の

た
め
遭
難
。

翌
朝
能
古
の
浜
に
ひ
と
り
の

若
者
が
倒
れ
て
い
た
。

お
さ
よ
は
、

み
ん

な
の
力
を
借
り
て
、
自
分
の
家

へ
連
れ
帰
っ

た
が
、

医
者
の
見
立
て
で
は
若
者
の
容
体

は
容
易
な
こ
と
で
は
な
か

っ
た
。

お
さ
よ

は

一
睡
も
せ
ず
介
抱
を
続
け
た
。

そ
れ
か
ら
七
日
ば
か
り
が
過
ぎ
た
。
じ
っ

と
お
さ
よ
を
見

つ
め
る
若
者
の
目
に
は
感

謝
の
涙
が
光

っ
て
い
た
。

桜
の
花
も
散
り
、

つ
つ
じ
の
頃
と
な

っ
た
。

お
さ
よ
と
若
者

の
明
る
い
声
が
障
子
の
外
に
も
漏
れ
て
い

ち／」。若
者
は
、

北
陸
の
能
登
の
あ
た
り
の
人

で
あ

っ
た
。

年
は
二
十
歳
で
、

親
兄
弟
も

な
く
、
こ
ん
ど
の
船
旅
は
、

松
前
あ
た
り

の
昆
布
な
ど
を
博
多
に
降
ろ
し
、

帰
り
に

は
唐
津
で
焼
物
を
積
む
は
ず
だ

っ
た
の
だ

そ
う
で
あ
る
。

無

一
文
の
若
者
は
、

せ
め

て
も
の
お
礼
に
と
、

今
ま
で
渡
り
歩
い
て

き
た
諸
国
の
話
を
お
さ
よ
に
聞
か
せ
た
。

松
前
あ
た
り
の
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
話
。

越

後
あ
た
り
の
深
い
雪
の
話
。

能
登
の
あ
た

り
の
波
の
華
の
話
。

時
国
様
の
す
ば
ら
し

い
家
の
話
。

時
に
は
、

や
や
顔
を
赤
ら
め

て
歌
う
佐
渡
お
け
さ
な
ど
。

そ
の
能
登
訛

り
の
誠
実
な
語
り
回
が
お
さ
よ
の
心
を
と

うり

】え

■
宅

麦

の
実
る
こ

ろ
と
な

っ
た
。

若
者
は
、

よ

う
や
く
起
き
る

こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な

っ
た
。

し
か
し
、

ま
だ

船

に
乗

っ
て
そ

の
故
郷

に
帰
る

な
ど
と
い
う
こ

と
は
無
理
で
あ

っ
た
。
さ
ら
に
、

若
者

の
気
持
ち

と
し
て
、

こ
の

ま
ま
お
世
話

に

な
り

っ
ば
な
し

で
立
ち
去
る
な

ど
と
い
う
行
動

は
で
き
な
い
こ
と
で
あ

っ
た
。

若
者
は
、

故
郷
に
帰

っ
て
も
親
兄
弟
も
い
な
い
こ
と

だ
し
、

せ
め
て
も
の
お
礼
に
、

二
、

三
年

の
間
、
こ
こ
で
働
か
せ
て
ほ
し
い
と
庄
屋

に
頼
ん
だ
。

庄
屋
も
、

そ
の
心
を
う
れ
し
く
思
い
、

役
人

に
お
願

い
し
て
若
者

の
願

い
を
か
な

え
て
や
る
こ
と
に
し
た
。

若
者
は
実

に
よ
く
働

い
た
。

だ
れ
も
そ

う
は
思

っ
て
い
な

い
の
だ
が
、

　
一
番
末

能
古
に
も
稔
り
の
秋
が
訪
れ
、

た
わ
わ

な
稲
の
刈
り
取
り
も
す
ん
だ
こ
ろ
、

お
さ

よ
は
、

若
者
を
自
分
の
聟
に
ほ
し
い
と
思
っ

た
。

若
者
に
話
し
た
が
、

若
者
は
決
し
て

自
分
の
感
情
を
表
に
出
す
こ
と
を
し
な
い
。

「庄
屋
様
が
そ
う
せ
よ
と
言
わ
れ
れ
ば
、

そ
の
通
り
に
致
し
ま
す
」

と
い
う
だ
け
で
あ

っ
た
。

お
さ
よ
は
自
分
の
気
持
ち
を
父
親
で
あ

る
庄
屋
に
話
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
難

し
い
問
題
で
あ

っ
た
。

そ
の
こ
ろ
、

他
国
の
者
と
縁
を
結
ぶ
な

ど
と
い
う
こ
と
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
こ

と
で
あ
り
、

島
の
掟
で
も
あ

っ
た
か
ら
で

あ
る
。

お
さ
よ
は
泣
い
て
頼
ん
だ
。

庄
屋

は
頑
と
し
て
首
を
た
て
に
振
ら
な
か

っ
た

が
、

三
日
ほ
ど
し
て
二
人
を
呼
ん
だ
。

「
ど
う
し
て
も

一
緒
に
な
り
た
い
な
ら
、

こ
の
島
を
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
し

て
、

再
び
こ
の
島
に
帰

っ
て
く
る
こ
と
も

で
き
な
い
。
ま
た
親
子
の
縁
も
切
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、

そ
れ
で
も
よ
い
か
」

お
さ
よ
の
顔
に
喜
び
の
色
が
流
れ
、

お

さ
よ
は
、
じ

っ
と
若
者
を
見

つ
め
た
。

若

者
は
、
し
ば
ら
く
の
時
間
を
お
い
て
、

静

か
に
答
】え
た
。

「
お
じ
ょ
う
様
を
、

い
た
だ
か
し
て
も

ら
い
ま
す
。

ど
ん
な
こ
と
が
あ

っ
て
も
、

最
後
ま
で
お
守
り
い
た
し
ま
す
」

（次
号
へ
つ
つヾ
く
）
高
田
茂
康
著

『能
古
島
か
ら
』
よ
り

席
の
者
と
し

り
　
て
行
動
し
、

ょ
　
か
と
い
っ
て

憾
　
卑
屈
で
も
な

鍋
　
く
、
ょ
ぅ
ゃ

鏑
　
く
頑
丈
さ
を

蛹
　
取
り
一戻
し
た

険
　
そ
の
体
が
、

弥
　
夏
の
陽
に
焼

艦
　
け
て
黒
光
り

雄
　
す
る
さ
ま
な

鍵
　
ど
、

男
ら
し

日
　
さ
の
権
化
で

月
　
ぁ
り
、
島
の

御
　
娘
た
ち
の
心

酌
　
を
と
ら
え
る

ヽ
大

　
　
に
香

っ

難
　
た
。

写
　
　
お
さ
よ
も

例
外

で
は
な

か

っ
た
。
し
か
も
、

若
者
は
お
さ
よ
に
対

し
て
は
下
僕
と
し
て
仕
え
た
。

お
さ
よ
が

い
く
ら
頼
ん
で
も
そ
の
態
度
だ
け
は
決
し

て
変
え
な
い
の
で
あ
る
。

能古島浦海岸より城の先を望む
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昨
年

「第

一
回
能
古
の
風
フ
ォ
ト
コ
ン

ク
ー
ル
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

技
術

的
な
こ
と
よ
り
も
、

能
古
島
ら
し
さ
を
感

じ
さ
せ
る
写
真
を
入
選
と
い
た
し
ま
し
た
。

能
古
島
に
何
度
も
足
を
運
ん
で
頂
き
、

島

を
ゆ

っ
く
り
歩
い
て
頂
く
こ
と
を
…
…
そ

う
思

っ
て
企
画
し
ま
し
た
。

自
然
の
花
あ
り
、

魚
あ
り
、

猫
あ
り
、

…
…
人
あ
り
、

船
あ
り
、

路
地
あ
り
と
、

昨
年
は
第

一
回
目
か
ら
思

っ
て
い
た
以
上

に
い
ろ
い
ろ
な
作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
毎
年
続
け
て
い
く
う
ち
に
、

蓄
積
さ
れ
た
作
品
だ
け
で
、
ま
た
、

特
別

な
企
画
が
で
き
そ
う
で
す
。

い
つ
か
そ
の

な
か
か
ら
絵

ハ
ガ
キ
で
も
作
れ
た
ら
…
…

と
夢
は
ふ
く
ら
み
ま
す
。

尚
、

今
年
の
応
募
作
品
も
す
べ
て
十
月

五
日
よ
り
当
館
に
展
示
の
予
定
で
す
。

今
年
も
ぜ
ひ
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

↑
第

一
回
能
古
の
風
フ
ォ
ト
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
作
品

「
能
古

っ
娘
」

福
岡
市
中
央
区
小
笹

一
十

一
〇
―
二
三

藤
吉

マ
ツ
エ
さ
ん

第
二
回
　
能
古
の
風
フ
ォ
ト
コ
ン
ク
ー
ル

募
　
集
　
要
　
項

テ
ー
マ

「能
古
の
風
」
（能
古
島
に
係
る
人
物

・
自
然
等

制
限
な
し
）

サ
イ
ズ
　
モ
ノ
ク
ロ
、
カ
ラ
ー
と
も
四
ツ
切

（
ワ
イ
ド
四

切
可
）
組
写
真
不
可

賞

グ

ラ

ン
プ

リ
　

一
点
　
五
〇
、

①
Ｏ
Ｏ
円

ｏ
賞
状

準
グ
ラ
ン
プ
リ
　

一
点
　
一二
〇
、

○
○
○
円

・
賞
状

特

　

別

　

賞

　
一
点
　
一
一〇
、

①
Ｏ
①
円

ｏ
賞
状

入
　
　
　
　
選
　
七
点
　
一
①
、

①
Ｏ
Ｏ
円

ｏ
賞
状

そ
の
他

・
全
作
品
平
成
十

一
年
十
月
五
日
よ
り
十

一
月
二

十
日
ま
で
当
館
に
て
展
示
。

・
作
品
は
未
発
表
及
び
発
表
予
定
の
な
い
も
の
に

限
る
。

・
住
所

。
氏
名

・
電
話
番
号

・
題
名

（ふ
り
が
な
）

を
明
記
し
た
紙
を
一異
面
に
貼
付
。

・
入
選
以
上
は
、

原
版
提
出
。

・
作
品
は
返
却
し
な
い
。

送
り
先
　
一Ｔ
八

一
九
―
○
〇

一
二

問
合
せ
　
福
岡
市
西
区
能
古
五
二
二
十
二

能
古
博
物
館

「第
二
回
能
古
の
風
フ
ォ
ト
コ
ン
ク
ー
ル
係
」

奮

（〇
九
二
）
八
八
三
十
二
八
八
七

締
切
　
　
平
成
十

一
年
九
月
三
十
日

発
表
　
　
平
成
十

一
年
十
月
上
旬
直
接
通
知
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工 lモ

ム ス ア 寛

《
法
人
協
賛
会
員
》

履

天

原

土

井

病

院

原

ワ

タ

キ

ュ

ー

セ

イ

福

岡

メ

デ

ィ

カ

ル

リ

働

ア

ー

ル

ア

ン

ド

働
　
ク
リ

ニ
カ

ル
デ
ー
タ
サ

ー

ビ

ス

福

岡

桜

坂

郵

便

局

鬼

鞍

信

孝

福

岡

能

古

郵

便

局

西

方

　

忍

福

岡

赤

坂

郵

便

局

戸

田

正

義

日

清

医

療

食

品

開

福

岡

支

店

隅

福

岡

経

営

管

理

セ

ン

タ

ー

働

サ

　

　

ン

　

　

コ
　

　

ー

医
療
法
人
恵
　

光

伽
西
日
本
銀
行

《
協
賛
会
会
員
》

松

本

盛

二

南

誠

次

郎

中

山

重

夫

菅

　

直

登

早

船

正

夫

浄

満

寺

奥

村

宏

直

生
立
井

徳

三

き
加
木

靖

邦

沖

　

双

葉

安

陪

光

正

亀

井

准

輔

熊

谷

雅

子

石

橋

観

一

木

原

敬

吉

坂

田

貞

治

庄

野

直

彦

原

田

園

雄

森

光

英

子

永

井

　

功

緒

方

益

男

浦

上

　

健

山

本

　

稔

田

中

貞

輝

武

内

隆

恭

白

水

義

晴

石
野
智
恵
子

翠

川

文

子

多
々
羅
節
子

熊

谷

一象

三

吉

原

湖

水

矢

富

謙

治

《
友
の
会
会
員
》

立

石

武

泰

伊

藤

　

茂

玉

置

貞

正

水

田

和

夫

木

戸

龍

一　
岡
部
六
弥
太

星
野
万
里
子

士
口
村

雪

江

安

松

勇

一

上

回

良

一

古同
田

浩

二

柔

野

次

男

藤

木

充

子

和

国

宏

子

坂

木

継

生

行

成

静

子

鬼

塚

義

弘

片

岡

洋

一

石

川

文

之

橋

本

敏

夫

山
内
重
太
郎

都

筑

久

馬

斎

藤

　

拓

横

山

智

一

古

賀

清

子

宮

崎

　

集

西

　

政

憲

岡

本

金

蔵

〓
一
宅

碧

子

星

野

金

子

原

　

重

則

的石
下
須
美
子

林

十
九
楼

宮

　

徹

男

安

永

友

儀

織
田
喜
代
治

上

国

　

博

鶴
田
ス
ミ
子

塚
本
美
和
子

伊

藤

康

彦

寺

岡

秀

賃

原

田

種

美

奥

田

　

稔

石

橋

清

助

長

八
重
子

井

上

敏

枝

隈

丸

清

次

士
口富
と
き
代

浜
野
信

一
郎

岩

重

二

郎

大

山

宇

一

葉

山

政

志

川

島

貞

雄

岸

　

洋

子

柳
山
美
多
恵

久

芳

正

隆

半

田

耕

典

武

藤

瑞

こ

荘

山

雅

敏

士
口
田

洋

一

永
岡
喜
代
太

古

野

開

也

神

戸

純

子

渡
辺
美
津
子

山

田

博

子

佐

藤

泰

弘

前

田

静

子

飯

田

　

晃

士
口
岡

克

江

黒

川

松

陽

野

田

は

つ

神

戸

　

聡

林

野

祥

子

田

里

朝

男

士
口
田

一
郎

池

田

修

三

黒
田
喜
美
子

岩

谷

正

子

小

川

正

幸

権

藤

菊

朗

藤

野

清

春

井
手
俊

一
郎

増

田

義

哉

宮
嶋
熊
太
郎

土

井

千

車

松

坂

洋

昌

稲

永

　

実

鹿

毛

博

道

古

川

映

子

松

井

俊

規

衛

藤

博

史

伊

藤

泰

輔

田

代

直

輝

西

村

蓬

頭

執

行

敏

彦

坂

井

幸

子

渡
辺
千
代
子

後

藤

和

子

脇
山
涌

一
郎

川
浪
由
紀
子

川

田

啓

治

足

達

輔

治

中
村
ひ
つ
え

古

賀

謹

二

野

尻

敬

子

結

城

慎

也

大

野

幸

治

櫛

田

正

己

青
木
良
之
助

神
崎
憲
五
郎

金

子

柳

水

佐

野

　

至

井

手

　

太

宮

崎

春

夫

鬼

丸

碧

山

里
小
川

邦

彦

山
崎

エ
ツ
子

小

山

元

治

士
口
瀬

宗

雄

古

賀

義

朗

西

山

正

昭

古

賀

邦

靖

市
丸
喜

一
郎

豊

島

嘉

穂

庄

野

陽

一

守

瀬

孝

二

樺

島

政

信

鋤

田

祥

子

甲

本

達

也

日

本

政

宏

鳥
井
裕
美
子

濱

北

哲

郎

大

塚

博

久

小

山

富

夫

前
田
敏
也
子

辻

本

雅

史

松

田

　

清

杉

浦

五

郎

中

野

晶

子

大

谷

英

彦

野

崎

逸

郎

住

本

　

奉霞

山
根
ち
ず
子

村

山

吉

廣

住

本

直

之

井

上

恵

美

大

島

節

子

間
所
ひ
さ
了

伊

藤

英

邦

鹿

毛

光

子

古

賀

朝

生

林

　

正

孝

井

上

雷

策

田

中

寛

治

土
屋
伊
嵯
雄

白

井

重

儀

原

　

礼

子

小
堀
百
合
子

原

　

康

一
一

原

　

牧

子

杉

み
ど
り

原

　

祐

一

山

下

清

久

杉

原

正

毅

大

久

保

昇

党

　

隆

雄

福

澤

昌

弘

小

嶋

幸

雄

福

本

孝

行

樋

口

陽

一

※
新
規
の
御
加
入

（先
号
以
後
、

平
成
十

一
年

七
月
十
五
日
現
在
）
は
、

記
載
い
た
し
て
お

り
ま
す
の
で
、

何
卒
ご
芳
名
を
ご
確
認
く
だ

さ

い
。

あ

り
が
と

う
ご
ざ

い
ま
し

た
。

友
の
会
　
　
　
年
間
３
千
円

（館
の
活
動
、

館
誌
購
読
と
催
事
企
画
に
参
加
）

自
然
と
文
化
の
小
天
地
創
造

客
海裾
残

協
賛
会

（個
人
）
年
間
１
万
円

〃
　

（法
人
）
年
間
３
万
円

一鋼齢鵬が華酬瓢集、施設整備等
の資一

納
入
方
法
――
郵
便
振
替

ｏ
・
７
３
０
１
９
１
６
０
９
７
０

財
団
法
人
　
亀
陽
文
庫
能
古
博
物
館

右
の
会
費
受
領
は
、

そ
の
都
度
本
誌
に
掲
載
、

以
後
会
費
相
当
期
間
を
名
簿
に
し
ま
す
。

印
刷
　
タ
イ
ム
社
印
刷
株
式
会
社

含 暑 皆

骨

]暑

岳
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